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Beyond 5G 推進コンソーシアム 企画・戦略委員会 

白書分科会(第 12回)／ビジョン作業班(第 17回)／技術作業班(第 13 回） 

議事要旨 

 

 

１．日 時： 2022年 3月 22日（火）15:00～16:20 

２．場 所： ウェブ会議（WebEx） 

３．出席者： 

中村主査（NTTドコモ）、 

ビジョン作業班：小西リーダー(KDDI)、永田サブリーダー（NTTドコモ）、 

技術作業班：中村リーダー（富士通）、下西サブリーダー（NEC）、 

WP5D対応 Ad hoc：菅田主査（KDDI）、武次副主査（NEC）、 

ほか、通信事業者、メーカ等、計 66名 

（事務局）総務省移動通信課 新世代移動通信システム推進室 

井出室長、杉山官 

     ARIB加藤、佐藤（拓）、山下、相原 

 

４．議事要旨 

（１）白書リリースイベント報告 

  事務局から資料 1 B5G 白書リリースイベント開催概要報告について説明し、アンケ

ートの自由記入の部分はまだ分析中のため別途展開するとのコメントあり。質疑応答は

以下のとおり。 

 

中村主査：参加者 616名は瞬間最大値か。 

事務局：616名は一部参加も含む延べ人数。同時参加者の最大値は 520名程度。 

中村主査：アンケート回答は、もう締め切ったのか。 

事務局：イベント退場時にアンケートを回答するようになっている。締め切りはない

が、もう増えないと思う。 

 

（２）WP5D対応 Ad hoc 

  武次副主査から資料 2-1 WP5D対応 Ad hoc (FTT）、菅田主査から資料 2-2 WP5D対応

Ad hoc (vision)について説明。質疑応答は以下のとおり。 

 

（FTT関係） 

中村リーダー：100GHz 以上の測定結果（above 100GHz）に関する第 41回会 合へ入力

日程については、別途技術作業班で相談させてほしい。 
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（VISION関係） 

中村主査：ワークショップ向けには日本として発表する方向で調整すると考えてよい

か。 

菅田主査：その通りである。 

中村主査：ワークショップの発表は、白書分科会としてではなく、日本として発表予 

定である。白書分科会としては、日本の発表に協力するスタンスである。 

中村主査：6月の WP5D 第 41回会合に向けての寄与文書の検討も必要であるため、WP5D

対応 Ad hocで進めていく認識である。継続的な協力をお願いしたい。 

 

（３）ビジョン作業班（第 17回）について 

  小西リーダーから、資料 3ビジョン作業班資料について説明。質疑応答は以下のとお

り。 

 

中村主査：通信を介して、異なる業界間の連携が図れるといいと思うし、白書にも盛

り込めるといい。やり方は難しいとは思うが。 

小西リーダー：皆さんいかがか。ヤマト運輸と医療業界の連携が、リリースイベント

では出ていた。例えば、ヤマト運輸のトラックに医療物資を積むなど。リリースイ

ベントに参加したパネリストを集めて話してもらう機会を用意する必要がある。

KPIとかになるかは検討が必要だが。 

中村主査：他の白書ではそういった記載はあまり見たことがない。白書 2.0版に向け

た長期的な取り組みとすべき。 

小西リーダー：ヒアリングする対象を検討するとしていたが、それを拡大するなどの

視点か。プレゼンだけではなく、パネルディスカッションに時間をとるセッション

を設定するなどするとよい。ファシリテータが大変だとは思うが。 

 

（４）技術作業班(第 13回）について 

  中村リーダーから、資料 4技術作業班資料について説明し、白書を隅々まで読んでい

ただいて、次回 4/26は意見交換をお願いしますとのコメントあり。質疑応答は特にな

し。 

 

（５）今後のスケジュールについて 

  事務局から資料 5今後のスケジュールについて説明。質疑応答は特になし。 

 

（６）白書分科会関連のメーリングリストについて 

  事務局から、資料 6白書分科会関連のメーリングリストについて説明。質疑応答は以

下のとおり。 

 

中村リーダー：試しに全ての ML に送信したら ARIB 事務局の ML しか受信しなかった。
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自分のメーラーの設定なのか、メールサーバのフィルタリングなのか、相性があると

思う。用途に応じて MLを使い分けることについては、皆さんに協力いただきながら

自分もそうする。 

中村リーダー：ARIB 事務局から送信されたメールの from が ML になっているので、誰

から送信されたか分かり難い。返信する際も、誰に返すか迷ってしまう。 

事務局：極力、個人名を書くようにしているが、返信は ML宛てでよい。 

中村リーダー：メールの送信者が fromフィールドに表示されるような設定をしてもら

えるとよい。送信者が分かればヘッダーを見なくても整理がつくこともある。 

事務局：確認する。 

 

次回会合は 4月 26日（火）15：00から開催予定。 

 

以上 


